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▶今年は2020 年代の幕開けの年，そしてオリン
ピックイヤーでもあり，さまざまな動きが活発になるも
のと想像しています。東京オリンピック・パラリンピッ
クは，参加選手，観客，スタッフやボランティアなど
を合わせて延べ1000万人規模になるそうですが，
安全な開催に看護職として参画される読者の皆さ
まもいらっしゃることと思います。無事に楽しく開催さ
れるようにと願っております。▶1月号から新たなシ
リーズ・連載が 4つスタートしました。巻頭シリーズ
「看護と倫理」では，日本で初めて看護職として副
院長を務めた石垣靖子先生が拓いてこられた倫
理的な看護，看護管理を，石垣先生と協働された
方 と々の対話から明らかにし，これからを展望してま
いります。本誌第30巻の節目の企画としてご期待く
ださい。本年もどうぞよろしくお願いします。�（小齋）

▶日本看護管理学会の第1回学術集会の開催
前後は弊誌編集室も高揚感に包まれたことを思い
出しました。今後も読者の皆さんと共に。�（伊藤）

▶2020 年もどうぞよろしくお願い申し上げます。本
年は，弊誌が創刊から30巻という節目の年となり
ます。これまでの看護管理の発展を振り返る企画を
折に触れて掲載してまいります▶特集では30名の
ご執筆者に，「看護管理の現在・過去・未来」
を寄稿していただきました。さまざまなご経験をされ
てきた執筆者からの熱いメッセージは，これからさま
ざまな目標や課題に立ち向かっていく読者の看護
管理者の皆さまの，背中を押すものになることを期
待しております。また，雑誌『看護管理』に対する
思いとともに，叱咤激励をいただきました。これまで
弊誌が積み上げてきたものの大切さを改めて感じ
るとともに，看護管理の文化を醸成させていく一端
を担っているという自覚をもって今後も努めて参りま
す。▶NAレポート（57ページ）でも触れましたが，
弊誌でも日本看護協会が推進している「Nursing 
Now」キャンペーンを盛り上げていきます（本号の
表紙にもロゴマークが！）のでご協力よろしくお願い
します。� （石塚）
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人を生かし自分を活かす 
アドバンス・ケア・プランニング 
患者との話し合いの手引き
　尊厳死や安楽死が世間の注目を浴びるようになり，多くの人が，どのように生きて最期を迎え
るかを少しずつ考え始めています。医療の現場で生命（いのち）を守る医療専門職は，患者の
物語から患者が大切にしていることを把握し，それを医療やケアに活かすための話し合いの術
を身につけているでしょうか。患者の声を聴くことに今ひとつ自信が持てない医療者は少なくあり
ません。� �
　本特集は，折り合いをつけながら病とともに生きる人が増える日本で，人 が々最後までありの
ままに生き，「これでよかった」と思える人生を支える，医療専門職と患者・家族との話し合い
の方法についての学習を支援するものです。� �
　厚生労働省の『人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン』
を踏まえて，アドバンス・ケア・プランニングの基本的知識を伝え，米国で開発され効果が検証
されている重篤な病気を持つ『患者との話し合いの手引き』の概要と，それを用いた意思決
定支援の具体的方法やコツについて解説し，各領域の専門家の技について，その礎となる思
考とともに伝授します。

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」と
アドバンス・ケア・プランニング◦木澤義之
国内外のアドバンス・ケア・プランニングのエビデンスを読み解く◦森 雅紀
『患者との話し合いの手引き』の概要◦竹之内沙弥香
『患者との話し合いの手引き』を用いた話し合いの具体的方法◦竹之内沙弥香
領域別実践例◦任 和子，松本繁巳，江口惠子

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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